
 
 
 
第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 第６回長岡市入札・契約制度に関する検討委員会 

２ 開催日時 令和元年５月27日 （月曜日） 

午後６時30分から午後８時まで 

３ 開催場所 アオーレ長岡 東棟４階 大会議室 

４ 出席者名 （委 員） 沢田委員長  鯉江委員  櫻井委員 

      中村委員   並木委員 

（事務局） 大滝コンプライアンス推進監、佐藤入札・契約制度

改革担当部長、小嶋財務部長、近藤総務部長ほか関

係職員 

５ 欠席者名 なし 

６ 議題 １ 開会 
２ 討議 
３ 閉会 

７ 会議資料 別添のとおり 

８ 議事概要 別添のとおり 

 



第６回長岡市入札・契約制度に関する検討委員会 議事概要 

 

・第５回の検討委員会において検討された内容に沿って、事業者ア

ンケートの集計結果（速報）と提言（中間報告）の内容の確認が

行われた。 

・最初に事業者アンケートの集計結果（速報）について討議した。

問 12 の最低制限価格に関する事業者の懸念に対し、委員会では変

動型（平均型）の導入を提言する方向だが、変動型（平均型）に

おける平均の求め方や係数の運用基準等は、市が今後シミュレー

ションなどを通して適切な制度運用を行うべきとの意見があった。 

・問８の発注時期について、地域の実情や国の運用等を勘案して、

平準化（通年化）などの余地があるのであれば、今後検討しては

どうかという意見があった。 

・その他、「アンケートで事業者の率直な意見を聞くことができたこ

とは意義深いことであった」、「真摯に仕事に向き合っている事業

者の不安や不満に対し、市は具体的な制度設計をする際、丁寧に

説明及び周知をしてほしい」などという意見があった。 

・次に、「提言（中間報告）」について討議した。全体的な構成に対

する修正意見は無かった。 

・また、前述のアンケートの集計結果（速報）のうち、変動型（平

均型）の最低制限価格に関する事業者の懸念に対する委員会の意

見を、「提言（中間報告）」の中に盛り込むよう検討を行った。 

・「提言（中間報告）」については、本日の検討内容を反映させた後、

その確認のための委員会を６月中に開催することが日程的に困難

なため、事務局が最終原案を各委員のもとに伺い、確認した後、

委員長が代表し市に提出することで了承を得た。 

・次回の委員会（７月４日）においては、継続して検討を行う項目

である「指名競争入札の原則廃止ないし縮小、一般競争入札の拡

大」、「ランク制の廃止、緩和」、「ＪＶ条件の廃止、または緩和（混

合方式［単独事業者も参加できる］の導入）」、「多様な入札制度の

導入」の４点についての討議を開始することとした。  


